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１．桁下面型枠比較表 

木材（杉板,ｔ＝18mm） 合板（ｔ＝12mm） コンクリート（ｔ＝50mm）

残存（撤去可能） 撤去 残存（撤去不可）

不　要 撤去時に足場必要 不　要

橋体コンクリート下面視認不可
（撤去すれば視認可）

橋体コンクリート下面視認可 橋体コンクリート下面視認不可

木材が腐敗した場合は撤去が必要 支持金物が腐食した場合は再塗装が必要 特に必要としない

木材型枠と支持材が残存し見える状態 支持金物が残存し埋設されて見える状態 Co型枠が残存し見える状態

軽いため人力で容易に設置可能 軽いため人力で容易に設置可能 重いため設置にはクレーン等が必要

桁下空間を利用する場合は不適
（木材が腐敗し易い環境では適用不可）

施工足場が設置出来る箇所に適用できる どこでも適用可能適　用　性

撤去 or 残存

概　要　図

参考資料：桁下面型枠比較表

施　工　性

桁下面型枠の種類

施工足場の要否

目視点検性

景　観　性

維持管理性

3030

L＋60

L 3030 L

L＋60

L 60

L+120

60

 

 

２．ネジ節異形鉄筋貫通部孔径寸法 

（単位：mm）

ねじ節異形鉄筋 鉄　筋 支圧板 鉄筋支持金物 上下部連結金物 Ｈ鋼桁ウエブ

呼び名 外径：D 孔径：φ 孔径：φ 孔径：φ 孔径：φ L＜10m 10m≦L＜15m 15m≦L＜20m 20m≦L

D19 21.4 24 25 30 30 φ30×65 φ30×70 φ30×75 φ30×95

D22 25.2 28 29 34 35 φ34×70 φ34×70 φ34×75 φ34×95

D25 28.5 31 32 37 35 φ37×75 φ37×75 φ37×80 φ37×100

D29 32.4 35 36 41 40 φ41×85 φ41×85 φ41×85 φ41×100

D32 35.9 38 39 44 45 φ44×90 φ44×90 φ44×90 φ44×105

D35 38.7 41 42 47 45 φ47×95 φ47×95 φ47×95 φ47×110

　注：上記の数値は、タフネジバーを用いた場合の値である。

Ｈ鋼桁フランジ（上下部連結鉄筋貫通長孔径：支間長別）

参考資料　ねじ節異形鉄筋貫通部孔径寸法
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３．鉄筋定着金具例 

 

（側面図）

（平面図）

（側面図）

（平面図）

（側面図）

（平面図）

上下部連結鉄筋定着用

（D19用 3Pロックナット）+（イージースペーサーS型）

1
5
.
5

φ64

φ24

φ24

φ64

2
4

33

2
9

33

φ74

10 10φ54

1
2
.
2

φ74

2
4

 

 

（側面図）
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（平面図）

φ15（半円）

横繋ぎ鉄筋定着用

（D22用 3Pロックナット）+（イージースペーサーB型）
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